
大使館の屋上から見た夕焼けのモモトンボ火山、
マナグア市は高いビルがほとんどない（2006年）

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
国
土

太平洋側のポネロヤ海岸

カリブ海側のプエルト・カベッサス
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一
　
国
土
・
風
物

写真１. 　モモトンボ（左）とモモトンビート火山

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
国
土
は
、日
本
と
似
た
と
こ
ろ
が
多
々

あ
り
、
火
山
や
湖
沼
が
多
く
風
光
明
媚
で
、
温
泉
が
湧

く
。
モ
モ
ト
ン
ボ
火
山
は
富
士
山
と
そ
っ
く
り
の
形
を

し
て
お
り
、
地
震
が
多
く
、
ま
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
呼
ば

れ
る
台
風
に
当
た
る
暴
風
雨
は
毎
年
上
陸
す
る
。
一
九

七
二
年
の
マ
ナ
グ
ア
大
地
震
は
死
傷
者
二
〇
万
人
と
い

う
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
、
一
九
九
八
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

ミ
ッ
チ
は
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、
緯
度
が
低

い
の
で
（
北
緯
一
〇
・
四
五
度
か
ら
一
五
・
〇
五
度
）
蒸
し

暑
く
、
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
の
動
植
物
が
豊
富
に
棲
息
し
、

首
都
マ
ナ
グ
ア
の
年
間
平
均
気
温
は
約
二
七
℃
あ
る
。

　
中
米
に
位
置
す
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
北
に
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
、
南
に
コ
ス
タ
リ
カ
と
両
国
に
挟
ま
れ
、
東
西
は
、

10 　
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　第１章　ニカラグアの国土

太
平
洋
と
カ
リ
ブ
海
に
接
し
て
い
る
（
図
１
）
。
国
土
面
積
は
約
十
三
万
平
方
キ
ロ
、
日
本
の
約
三
分
の

一
に
相
当
し
、
人
口
は
五
一
四
万
人
（
二
〇
〇
五
年
国
勢
調
査
）
。
大
き
な
湖
は
二
つ
あ
り
、
マ
ナ
グ
ア
市

に
接
す
る
マ
ナ
グ
ア
湖
と
世
界
第
一
〇
位
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
で
あ
る
（
図
２
）
。
マ
ナ
グ
ア
湖
の
北
西
に

は
姿
の
美
し
い
モ
モ
ト
ン
ボ
火
山
、
そ
の
す
ぐ
近
く
の
マ
ナ
グ
ア
湖
内
に
相
似
形
の
小
型
火
山
（
モ
モ
ト

ン
ビ
ー
ト
）
が
並
ん
で
い
る
（
写
真
１
参
照
）
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
は
琵
琶
湖
の
一
二
倍
あ
り
、
サ
ン
・
フ
ァ

ン
河
を
通
じ
て
カ
リ
ブ
海
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
湖
に
は
淡
水
の
サ
メ
や
ノ
コ
ギ
リ
エ
イ
（
写
真
２
）

が
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
昔
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
西
側
海
底
が
隆
起
し
て
海
を
閉
じ
込
め
た

か
ら
と
い
う
説
と
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
河
が
カ
リ
ブ
海
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
遡
っ
て
き
た
と
い
う
二
説
が

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
巨
大
湖
に
は
大
小
五
〇
〇
以
上
の
島
が
存
在
し
、
オ
メ
テ
ペ
島
は
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン

（
写
真
３
）
と
マ
デ
ラ
ス
の
二
つ
の
火
山
で
有
名
、
ま
た
湖
南
の
ソ
レ
ン
テ
ィ
ナ
メ
群
島
は
美
し
い
風
景
と

独
特
の
絵
画
（
素
朴
画
）
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
素
朴
画
（
写
真
４
）
は
、
八
〇
年
代
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の

神
父
た
ち
（
エ
ル
ネ
ス
ト
・
カ
ル
デ
ナ
ル
等
）
が
、「
解
放
の
神
学
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
左
翼
思
想
に
よ
り
農

民
た
ち
を
指
導
し
た
際
に
生
れ
た
芸
術
運
動
に
端
を
発
し
て
い
る
。

　
人
口
五
一
四
万
人
の
う
ち
人
種
構
成
は
、
白
人
約
一
七
％
、
黒
人
約
九
％
、
先
住
民
（
ミ
ス
キ
ー
ト
、
ス

モ
、
ラ
マ
等
）
約
四
％
、
混
血
約
七
〇
％
と
い
わ
れ
、
太
平
洋
側
に
は
ス
ペ
イ
ン
系
を
中
心
と
し
た
白
人
と

　 11
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写真２. 　ノコギリエイの剥製

写真３. 　コンセプシオン火山
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　第１章　ニカラグアの国土

写真４. 　素朴画（アルバロ・ガイタン作）

混
血
が
、
カ
リ
ブ
海
側
に
先
住
民
と
黒
人
を
中
心
と

し
た
人
々
が
住
ん
で
い
る
。
黒
人
系
は
か
つ
て
ア
フ

リ
カ
か
ら
カ
リ
ブ
諸
国
に
奴
隷
と
し
て
連
れ
て
こ
ら

れ
た
人
々
の
一
部
が
中
米
に
わ
た
っ
た
と
い
わ
れ
、

ガ
リ
フ
ナ
と
呼
ば
れ
て
ア
フ
リ
カ
文
化
を
継
承
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
国
家
が
東
西
に
二
つ
に
分
か
れ

て
い
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
て
、
実
際
カ
リ
ブ
海

側
は
、
自
治
区
（
北
大
西
洋
自
治
区
、
南
大
西
洋
自
治

区
）
を
構
成
し
て
い
る
。
公
用
言
語
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
あ
る
が
、
カ
リ
ブ
海
側
で
は
英
語
や
ミ
ス
キ
ー
ト

語
等
も
話
さ
れ
て
い
る
。

　
首
都
マ
ナ
グ
ア
は
、
約
九
四
万
人
が
住
む
大
都
会

だ
が
、
一
九
七
二
年
の
地
震
に
よ
り
壊
滅
的
打
撃
を

受
け
、そ
の
後
高
い
ビ
ル
な
ど
の
建
設
規
制
に
よ
り
全

体
的
に
横
に
広
が
る
平
坦
な
街
で
あ
る
。
現
在
徐
々
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写真５. 　マサヤ火山

に
高
層
ビ
ル
が
建
ち
つ
つ
あ
る
が
、
中
心
の
な
い
街

で
、
野
原
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
っ
た
景
観

だ
。
後
述
す
る
よ
う
に
八
〇
年
代
の
土
地
収
用
に
よ

り
、
地
権
の
定
ま
ら
な
い
土
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
の
た
め
に
都
市
計
画
や
建
物
建
設
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
事
情
も
あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
テ
ィ
ス
カ

パ
と
ア
ソ
ソ
ス
カ
の
カ
ル
デ
ラ
湖
が
あ
り
、
同
市
は

火
山
帯
の
真
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。
す
ぐ
南
の
マ
サ
ヤ
火
山
（
写
真
５
）
は
現
在
も
噴

煙
を
上
げ
る
活
火
山
で
あ
る
。
大
統
領
府
の
隣
に
七

二
年
大
地
震
の
被
害
を
受
け
た
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
教
会

（
旧
マ
ナ
グ
ア
大
聖
堂
、
写
真
６
）
が
現
在
も
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
立
派
な
建
物
で
往
時

の
繁
栄
が
偲
ば
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
マ
ナ
グ
ア
に

次
ぐ
都
市
は
、
レ
オ
ン
（
人
口
一
七
万
人
）
、
マ
サ
ヤ

14 　
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　第１章　ニカラグアの国土

写真６. 　旧マナグア大聖堂

（
同
一
四
万
人
）
、
マ
タ
ガ
ル
パ
（
同
一
三
万
人
）
で

あ
る
。

　
観
光
地
と
し
て
は
、
太
平
洋
岸
南
の
サ
ン
・
フ
ァ

ン
・
デ
ル
・
ス
ル
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
内
の
オ
メ
テ
ペ

島
と
ソ
レ
ン
テ
ィ
ナ
メ
群
島
（
写
真
７
）
、カ
リ
ブ
海

の
島
コ
ー
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
（
写
真
８
）
が
と
く
に
有

名
で
あ
る
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
は
、
我
々
日
本
人
に
珍
し
い
動
・

植
物
が
生
息
し
て
い
る
。
植
物
で
は
、
ヒ
カ
ロ
が
あ

り
、
こ
れ
は
実
が
木
の
幹
に
直
接
生
る
も
の
で
、
リ

ン
ゴ
の
よ
う
な
緑
色
の
実
が
幹
に
い
く
つ
も
付
い
て

い
る
姿
は
と
て
も
奇
妙
で
あ
る
（
写
真
９
）
。
殻
が

ひ
ょ
う
た
ん
の
よ
う
に
食
器
な
ど
に
利
用
で
き
る
ほ

か
、
実
の
部
分
は
ジ
ュ
ー
ス
や
果
実
酒
に
な
る
。
国

花
は
サ
ク
ア
ン
ホ
チ
ェ
（
プ
ル
メ
リ
ア
）
と
い
わ
れ
る
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写真７. 　ソレンティナメ群島

写真８. 　コーン・アイランド
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　第１章　ニカラグアの国土

写真９. 　幹になるヒカロの実

写真10. 　ロブレの花盛り
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写真11. 　散歩中のイグアナ

木
に
咲
く
白
い
（
桃
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
も
あ
る
）
花
。
ロ

ブ
レ
ま
た
は
サ
バ
ン
ナ
の
樫
と
い
わ
れ
る
木
は
落
葉

樹
だ
が
、
暑
い
二
月
に
ピ
ン
ク
色
の
花
が
一
斉
に
咲

き
日
本
の
桜
の
よ
う
で
と
て
も
き
れ
い
で
あ
る
（
写

真
10
）
。
ま
た
、
北
部
の
山
岳
地
帯
に
は
松
の
木
も

生
え
て
い
て
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
シ
ン
コ
・
ピ
ノ

ス
（
五
本
松
）
と
い
う
地
名
が
あ
る
く
ら
い
だ
。
さ
ら

に
庭
に
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
パ
パ
イ
ヤ
、
マ

ン
ゴ
ー
な
ど
を
植
え
て
い
る
家
が
多
く
、
果
実
を
食

べ
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ピ
タ
ヤ

（
ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ル
ー
ツ
）
と
い
っ
た
サ
ボ
テ
ン
科
の

フ
ル
ー
ツ
や
甘
酸
っ
ぱ
い
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
（
輪
切

り
に
す
る
と
五
芒
星
の
形
に
な
る
）
も
よ
く
好
ま
れ
て

い
る
。

　
動
物
で
は
イ
グ
ア
ナ
が
代
表
的
で
、
緑
イ
グ
ア
ナ

18 　
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　第１章　ニカラグアの国土

写真12. 　一休みのチョコヨ

と
黒
イ
グ
ア
ナ
（
写
真
11
）
が
い
る
。
黒
イ
グ
ア
ナ
は

肉
が
お
い
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ア
ル
マ
ジ
ロ
も

食
べ
る
。
し
か
し
、現
在
で
は
両
者
と
も
保
護
の
観
点

か
ら
捕
獲
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。
小
鳥
で
は
チ
ョ
コ

ヨ
（
写
真
12
）
と
い
わ
れ
る
緑
色
の
ス
ズ
メ
ぐ
ら
い
の

大
き
さ
の
イ
ン
コ
が
よ
く
飛
ん
で
く
る
。
国
鳥
は
グ

ア
ル
ダ
バ
ラ
ン
コ
と
い
わ
れ
る
ラ
ケ
ッ
ト
状
の
尾
を

持
ち
色
の
き
れ
い
な
鳥
（
ハ
チ
ク
イ
モ
ド
キ
、m

otm
ot

の
一
種
、
目
の
上
に
水
色
の
鮮
や
か
な
線
が
あ
る
）
。
な

お
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
牛
は
コ
ブ
牛
、
す
な
わ
ち
セ
ブ

種
で
、
人
口
数
の
約
半
分
に
当
た
る
二
六
〇
万
頭
の

牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
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二
　
歴
史
・
政
治

　
一
五
〇
二
年
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
探
検
隊
が
中
米
の
カ
リ
ブ
海
側
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
や
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
到

達
し
た
。
一
五
二
二
年
に
は
ヒ
ル
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
・
ダ
ビ
ラ
に
よ
っ
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
探
検
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
デ
・
コ
ル
ド
バ
に
よ
っ
て
グ
ラ
ナ
ダ
（
一
五
二
四
年
）
と
レ

オ
ン
（
一
五
二
五
年
）
が
建
設
さ
れ
た
。
一
五
七
三
年
か
ら
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
グ
ア
テ
マ
ラ
総
督
府
に
よ
っ
て

統
治
さ
れ
た
が
、
グ
ラ
ナ
ダ
と
レ
オ
ン
は
前
者
が
保
守
派
、
後
者
が
自
由
派
と
し
て
争
い
が
絶
え
な
か
っ

た
。
一
六
一
〇
年
に
は
、
モ
モ
ト
ン
ボ
火
山
の
大
爆
発
が
あ
り
レ
オ
ン
は
壊
滅
し
た
（
こ
の
遺
跡
は
ポ
ン
ペ

イ
に
似
て
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
）
。
ま
た
一
七
〜
一
八
世
紀
に
か
け
て
グ
ラ
ナ
ダ
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
河
で
カ
リ
ブ
海
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ

ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
賊
の
標
的
に
さ
れ
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
サ
ン
・
フ
ァ
ン
河
中
流
の
エ
ル
・
カ

ス
テ
ィ
ー
ヨ
（
写
真
13
）
に
砦
が
一
六
七
五
年
に
築
か
れ
た
。
一
七
八
〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
若
き
ネ
ル
ソ

ン
提
督
が
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ヨ
を
攻
撃
し
て
敗
れ
て
い
る
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
、
こ
の
と
き
彼
は
右
目
を
失

明
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
。
な
お
、
カ
リ
ブ
海
側
の
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
と
コ
ス
タ
リ
カ
国
境
近
く
の

グ
レ
イ
タ
ウ
ン
は
一
七
四
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
一
九
世
紀
後
半
ま
で
カ
リ
ブ
海
側
は
イ
ギ
リ
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　第１章　ニカラグアの国土

写真13. 　エル・カスティーヨの砦

ス
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。

　
中
米
は
一
八
二
一
年
九
月
一
五
日
に
ス
ペ
イ
ン
か

ら
独
立
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
共
和
国
と
し
て
の
完
全

独
立
は
一
八
三
八
年
で
あ
っ
た
。
レ
オ
ン
と
グ
ラ
ナ

ダ
の
勢
力
争
い
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
一
八
五
四
〜
五

六
年
の
内
戦
で
は
レ
オ
ン
側
が
米
国
人
の
傭
兵
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
雇
い
勝
利
し
た
。
ウ
ォ
ー

カ
ー
は
五
六
年
に
自
ら
大
統
領
を
宣
言
し
、
約
一
年

間
ニ
カ
ラ
グ
ア
を
統
治
し
た
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
五
七

年
に
サ
ン
・
ハ
シ
ン
ト
の
戦
い
に
敗
れ
、
後
に
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
で
銃
殺
さ
れ
た
。
レ
オ
ン
と
グ
ラ
ナ
ダ
の

覇
権
争
い
に
終
止
符
を
つ
け
る
た
め
、
一
八
五
七
年

に
両
者
の
中
間
点
に
あ
る
マ
ナ
グ
ア
が
選
ば
れ
て
首

都
と
な
っ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
ゴ
ー
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写真14. 　滔々と流れるサン・ファン河

ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
（
一
八
四
八
〜
五
八
年
）
が
起
き
、

人
々
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
殺
到
し
た
。
ま
だ
大
陸

横
断
鉄
道
が
な
い
頃
な
の
で
米
国
東
海
岸
の
人
々
は

ニ
カ
ラ
グ
ア
・
ル
ー
ト
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
渡
っ

た
。
こ
の
点
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
カ
リ
ブ
海
側
の
グ
レ
イ
タ
ウ
ン
ま
で
旅

客
船
で
行
き
、
こ
こ
で
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
入
り
サ
ン
・

フ
ァ
ン
河
（
写
真
14
）
を
船
で
遡
っ
た
。
サ
ン
・
カ
ル

ロ
ス
に
着
き
そ
こ
か
ら
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
を
横
断
し
て

現
在
の
リ
バ
ス
市
周
辺
に
上
陸
、
さ
ら
に
馬
車
で
太

平
洋
岸
に
出
て
次
に
旅
客
船
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ま
で
北
上
す
る
と
い
う
長
い
行
程
で
あ
っ
た
。
よ
っ

て
グ
レ
イ
タ
ウ
ン
（
一
八
四
八
年
に
英
国
は
こ
こ
を
再

度
占
領
）
に
は
、
各
国
の
領
事
館
が
四
〇
カ
国
以
上

で
き
栄
え
た
と
い
わ
れ
る
。
米
国
の
富
豪
と
し
て
知
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ら
れ
る
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
・
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
は
こ
の
旅
客
船
会
社
を
持
ち
、
財
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
作

家
の
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
も
こ
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
余

談
に
な
る
が
、
現
在
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
一
番
の
富
豪
と
い
わ
れ
る
ペ
ラ
ス
家
（
砂
糖
工
場
、
ラ
ム
酒
工
場
を
持

ち
銘
酒
「
フ
ロ
ー
ル
・
デ
・
カ
ー
ニ
ャ
」
を
生
産
）
は
、
初
代
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
グ
レ
イ
タ
ウ
ン
に
一
八
七
五

年
に
来
て
定
住
し
た
。

　
ち
な
み
に
米
国
の
大
陸
横
断
鉄
道
は
一
八
六
九
年
に
完
成
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
パ
ナ
マ
の
横
断
鉄
道

も
一
八
五
五
年
に
完
成
、
ま
た
パ
ナ
マ
運
河
は
一
九
一
四
年
に
開
通
し
た
。
こ
の
パ
ナ
マ
運
河
開
通
に
よ

り
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
・
ル
ー
ト
は
完
全
に
廃
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
レ
イ
タ
ウ
ン
は
歴
史
の
中
に
埋
も
れ

て
し
ま
う
（
写
真
15
）
。
現
在
で
も
マ
ナ
グ
ア
か
ら
グ
レ
イ
タ
ウ
ン
（
現
在
名
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
・
ニ
カ
ラ

グ
ア
）
へ
の
陸
路
の
ア
ク
セ
ス
は
な
い
。
マ
ナ
グ
ア
か
ら
サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
ま
で
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
飛
び
、
そ

こ
か
ら
パ
ン
ガ
（
小
型
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
）
で
約
八
時
間
か
け
て
サ
ン
・
フ
ァ
ン
河
を
下
る
か
、
あ
る
い
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
写
真
16
）
で
直
接
行
く
し
か
方
法
は
な
い
。
こ
の
地
域
は
現
在
イ
ン
デ
ィ
オ
・
マ
イ
ス
と

い
う
広
大
な
自
然
保
護
区
に
な
っ
て
い
る
（
イ
ン
デ
ィ
オ
河
と
マ
イ
ス
河
の
二
つ
が
同
地
区
を
流
れ
て
い
る
の

で
そ
う
呼
ぶ
）
。
な
お
、
パ
ナ
マ
運
河
を
作
る
時
も
サ
ン
・
フ
ァ
ン
河
を
利
用
し
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
計
画

は
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
現
在
で
も
同
国
の
運
河
建
設
計
画
は
時
々
浮
上
し
て
い
る
。
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写真15. 　朽ち果てた浚渫船（グレイタウン）

写真16. 　ヘリコプターからの風景

24 　



1 : 2009/9/25(15:8)

　第１章　ニカラグアの国土

写真17. 　今も残るパンチート飛行場

　
一
九
一
一
〜
三
三
年
の
間
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
の

大
統
領
が
立
っ
た
が
、
実
質
的
に
米
国
が
介
入
し
て

海
兵
隊
が
統
治
し
た
。
こ
れ
に
反
対
し
て
ア
ウ
グ
ス

ト
・
セ
サ
ル
・
サ
ン
デ
ィ
ー
ノ
が
抵
抗
運
動
を
展
開
、

海
兵
隊
を
追
い
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
本
人
は

一
九
三
四
年
に
捕
え
ら
れ
殺
さ
れ
た
（
英
雄
と
し
て
ニ

カ
ラ
グ
ア
で
は
伝
説
的
人
物
で
あ
り
、
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ

民
族
解
放
戦
線
Ｆ
Ｓ
Ｌ
Ｎ
の
名
前
も
彼
に
由
来
す
る
）
。

一
九
三
六
〜
七
九
年
の
間
は
、
ソ
モ
サ
一
族
が
３
人

の
大
統
領
を
出
し
四
三
年
間
独
裁
統
治
し
た
。
こ
の

圧
政
に
立
ち
向
か
っ
た
の
が
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
た
ち

で
、
オ
ル
テ
ガ
兄
弟
、
ト
マ
ス
・
ボ
ル
ヘ
、
レ
ー
ニ

ン
・
セ
ル
ナ
等
が
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
革
命
軍
を
率
い

て
抵
抗
、
一
九
七
九
年
に
勝
利
し
た
。

　
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
は
、
キ
ュ
ー
バ
型
社
会
主
義
を
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導
入
し
、
土
地
収
用
や
民
間
企
業
の
国
有
化
を
行
っ
た
。
大
土
地
所
有
の
比
率
は
、
五
二
％
か
ら
二
一
％
に

激
減
し
、
当
初
主
要
一
二
〇
企
業
が
国
有
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
外
交
的
に
は
ソ
連
、
東
欧
諸
国
等
と
外
交

関
係
を
深
め
、
ソ
連
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
を
中
米
の
社
会
主
義
の
拠
点
と
す
べ
く
軍
事
援
助
を
し
た
。
こ
の
時

ソ
連
の
ミ
グ
21
戦
闘
機
を
同
国
に
入
れ
よ
う
と
し
て
マ
ナ
グ
ア
湖
東
岸
（
パ
ン
チ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
）
に
三

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
を
有
す
る
大
飛
行
場
を
建
設
し
た
。
正
に
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
二
の
舞
が
起
き
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
こ
の
計
画
は
幻
に
終
わ
り
、
現
在
も
そ
の
雄
大
な
滑
走
路
を
残
し
荒

れ
果
て
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
17
）
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
社
会
主
義
革
命
に
反
対
す
る
人
々
は
、
コ
ン
ト
ラ
軍
（
反
政
府
な
い
し
反
革
命
軍
を
指

す
）
を
結
成
し
、
米
国
の
助
け
を
借
り
て
抵
抗
し
た
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
内
戦
状
態
と
な
り
、
三
万
人
以
上

が
死
亡
し
六
万
人
以
上
が
負
傷
し
た
。
ま
た
、
両
軍
に
よ
っ
て
対
人
地
雷
は
一
五
万
発
近
く
が
埋
め
ら
れ
、

貯
蔵
地
雷
も
一
三
万
発
以
上
あ
っ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
・
オ
ル
テ
ガ
は
一
九
八
五
〜
九
〇
年
に
大
統
領
と
な
る

が
、
内
戦
に
よ
り
経
済
は
疲
弊
し
イ
ン
フ
レ
は
二
万
％
を
超
え
た
。
コ
ス
タ
リ
カ
の
ア
リ
ア
ス
大
統
領
等

に
よ
る
中
米
和
平
合
意
（
エ
ス
キ
プ
ラ
ス
合
意
、
一
九
八
七
年
）
を
経
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
一
九
九
〇
年
に
大

統
領
選
挙
を
実
施
、
ビ
オ
レ
ッ
タ
・
チ
ャ
モ
ロ
女
性
大
統
領
が
誕
生
し
た
。

　
チ
ャ
モ
ロ
大
統
領
は
、
民
主
主
義
、
経
済
自
由
主
義
を
標
榜
し
て
民
主
化
に
努
め
た
。
直
面
し
た
三
大
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問
題
は
、
イ
ン
フ
レ
の
収
束
、
軍
の
縮
小
（
コ
ン
ト
ラ
軍
の
解
体
、
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
軍
の
大
幅
縮
小
）
、
国

有
化
し
た
土
地
の
元
所
有
者
へ
の
返
還
で
あ
っ
た
。
前
者
二
つ
は
な
ん
と
か
解
決
す
る
が
、
土
地
問
題
は

な
か
な
か
解
決
せ
ず
現
在
ま
で
尾
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
地
雷
問
題
も
深
刻
だ
。
九
三
年
か
ら
本
格
的

に
地
雷
除
去
が
始
ま
っ
た
が
、
九
三
〜
二
〇
〇
五
年
間
で
地
雷
に
よ
る
死
者
は
八
〇
名
、
負
傷
者
は
八
六

九
名
に
上
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
貯
蔵
地
雷
の
す
べ
て
な
ら
び
に
埋
蔵
地
雷
の
う
ち
十
三
万
発
近
く

が
日
本
な
ど
の
協
力
で
処
理
さ
れ
た
が
、
ま
だ
現
在
で
も
地
雷
フ
リ
ー
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
マ
ナ
グ
ア
市
長
で
あ
っ
た
ア
レ
マ
ン
（
立
憲
自
由
党
Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
が
勝
利
し
、
九

七
年
一
月
か
ら
ア
レ
マ
ン
政
権
が
成
立
。
自
由
主
義
路
線
は
引
き
継
が
れ
た
が
、
九
八
年
に
は
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
ミ
ッ
チ
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
多
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ
の
先

進
国
援
助
が
増
え
た
。
二
〇
〇
一
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
同
じ
く
立
憲
自
由
党
か
ら
出
た
エ
ン
リ
ケ
・
ボ

ラ
ー
ニ
ョ
ス
（
ア
レ
マ
ン
政
権
の
副
大
統
領
）
が
勝
ち
、
二
〇
〇
二
年
一
月
か
ら
ボ
ラ
ー
ニ
ョ
ス
政
権
が
発
足

し
た
。
ボ
ラ
ー
ニ
ョ
ス
は
、
ア
レ
マ
ン
を
汚
職
の
罪
で
逮
捕
し
、
二
〇
年
の
実
刑
（
自
宅
拘
禁
）
に
し
た
。

オ
ル
テ
ガ
は
九
六
年
、
二
〇
〇
一
年
の
大
統
領
選
挙
に
出
た
が
当
選
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ン

デ
ィ
ニ
ス
タ
は
国
会
議
員
や
市
長
の
数
で
は
一
定
数
を
保
ち
、
ま
た
最
高
裁
判
所
や
最
高
選
挙
管
理
委
員

会
、
会
計
検
査
院
等
の
執
行
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
一
定
の
勢
力
を
保
持
し
て
き
た
。
オ
ル
テ
ガ
、
ア
レ
マ
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ン
と
い
っ
た
頭
領
た
ち
が
密
室
の
談
合
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
主
要
人
事
や
特
権
を
や
り
取
り
す
る
構
図
は

続
い
て
い
る
。

　
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
の
大
統
領
選
で
オ
ル
テ
ガ
は
一
六
年
ぶ
り
に
再
選
を
果
た
し
た
。

三
　
経
済

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
経
済
は
、
二
〇
〇
六
年
で
み
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
五
三
億
ド
ル
で
こ
れ
は
中
米
の
中
で
は
ベ
リ
ー

ズ
に
次
い
で
小
さ
な
規
模
で
あ
っ
た
。
財
の
輸
出
は
約
二
〇
億
ド
ル
、
輸
入
が
約
三
五
億
ド
ル
、
財
政
赤

字
（
外
国
の
贈
与
を
除
く
）
が
約
二
億
ド
ル
で
あ
っ
た
（
表
１
）
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
消
費
者
物
価
指
数
）

は
約
九
％
だ
が
、
最
近
は
原
油
価
格
の
高
騰
が
影
響
し
て
い
る
（
二
〇
〇
七
年
は
一
六
・
九
％
と
推
定
）
。
ニ

カ
ラ
グ
ア
経
済
の
ア
キ
レ
ス
腱
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
と
く
に
電
力
に
あ
り
七
割
五
分
を
火
力
に
頼
っ
て
い
る

た
め
石
油
価
格
の
高
騰
は
、
直
に
同
経
済
を
直
撃
す
る
。
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
七
年
は
停
電
や
断
水
（
揚

水
に
電
力
を
使
用
す
る
た
め
）
が
頻
発
し
た
。
電
力
開
発
を
早
急
に
水
力
や
風
力
に
、
あ
る
い
は
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
や
、
ア
フ
リ
カ
椰
子
を
利
用

し
た
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
は
十
分
可
能
性
が
あ
る
。
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　第１章　ニカラグアの国土
表
１

.　
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
マ
ク
ロ
経
済
指
標
　

20
01

–2
00

7年

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07
/p

実
質

G
D

P成
長
率
（

%
）

3.
0

0.
8

2.
5

5.
3

4.
3

3.
9

3.
8

一
人
当
た
り

G
D

P（
U

S$
）

79
2.

9
76

7.
6

77
2.

0
82

9.
8

89
3.

9
95

8.
5

1,
02

3.
4

物
価
上
昇
率
（
消
費
者
物
価
指
数
）（

%
）

4.
8

3.
9

6.
5

9.
3

9.
6

9.
5

16
.9

財
の
輸
出
額

a （
FO

B
）（

10
0万

U
S$
）

89
5.

3
91

4.
4

1,
05

6.
0

1,
36

9.
0

1,
65

4.
1

2,
03

3.
9

2,
31

3.
2

財
の
輸
入
額

a （
FO

B
）（

10
0万

U
S$
）

1,
80

5.
1

1,
85

3.
0

2,
02

7.
0

2,
45

7.
4

2,
95

6.
1

3,
45

0.
5

4,
07

8.
0

貿
易
収
支
（

10
0万

U
S$
）

−9
09

.8
−9

38
.6
−9

71
.0
−1

,0
88

.4
−1

,3
02

.0
−1

,4
16

.6
−1

,7
64

.8

中
央
政
府
財
政
収
支
（
外
国
の
贈
与
を
除
く
）（

10
0万

U
S$
）
−4

03
.7
−2

05
.5
−2

54
.5
−2

48
.6
−2

52
.5
−2

06
.2
−1

76
.5

外
国
か
ら
の
贈
与
（

10
0万

U
S$
）

95
.8

10
6.

5
13

7.
7

14
8.

3
16

3.
1

20
9.

8
21

2.
6

為
替
レ
ー
ト
（
年
平
均
）
（
コ
ル
ド
バ
/1
ド
ル
）

13
.4

14
.3

15
.1

15
.9

16
.7

17
.6

18
.4

対
外
債
務
残
高
（

10
0万

U
S$
）

6,
37

4.
5

6,
36

2.
7

6,
59

5.
8

5,
39

0.
6

5,
34

7.
5

4,
52

6.
7

3,
38

4.
6

　
a こ
れ
ら
の
数
値
は
自
由
貿
易
地
区
の
加
工
用
輸
入
財
の
輸
入
、
お
よ
び
加
工
後
の
製
品
輸
出
額
を
含
ん
で
い
る
。

　
p 暫
定
値
。

　
出
所
：

B
an

co
C

en
tr

al
de

N
ic

ar
ag

ua
,A

nu
ar

io
E

st
ad

ı́s
tic

as
E

co
nó

m
ic

as
20

01
–2

00
7.
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写真18. 　シウナ産の金塊

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
基
本
的
に
一
次
産
品
輸
出
国
で
、

コ
ー
ヒ
ー
、
ゴ
マ
、
落
花
生
、
牛
肉
、
乳
製
品
、
エ

ビ
、
砂
糖
、
ラ
ム
酒
、
葉
巻
等
が
主
要
産
品
で
あ
る
。

バ
ナ
ナ
、
ア
ボ
カ
ド
、
玉
ね
ぎ
、
ユ
カ
イ
モ
、
マ
ン

ゴ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
等
の
野
菜
・
果
物
も
豊
富
で
、
ま

た
、
最
近
で
は
輸
出
加
工
区
を
利
用
し
た
縫
製
品
な

ど
の
軽
工
業
品
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　
鉱
産
物
と
し
て
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
金
が
採
れ

る
。
北
大
西
洋
自
治
区
に
あ
る
シ
ウ
ナ
、
ボ
ナ
ン
ザ
、

ロ
シ
ー
タ
を
結
ぶ
三
角
地
帯
な
ら
び
に
チ
ョ
ン
タ
レ

ス
県
の
ラ
・
リ
ベ
ル
タ
の
周
辺
か
ら
は
昔
か
ら
金
が

採
掘
さ
れ
た
。
近
年
の
産
金
量
は
年
産
二
五
〇
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
（
写
真
18
）
。

　
同
国
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
九
六
〇
ド
ル（
二

〇
〇
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
り
人
口
が
五
一
四
万
人
と
従
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来
の
推
計
値
よ
り
低
く
な
っ
た
た
め
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
上
方
修
正
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
国
民
は
、
平
均
し

て
一
日
三
ド
ル
以
下
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
）
と
、
中
南
米
で
は
ハ
イ
チ
に
次
い
で
貧
し
い
国
で
あ

る
が
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
は
日
本
の
一
人
当
た
り
所
得
よ
り
高
い
豊
か
な
国
で
あ
っ
た
。
相
次
ぐ
地

震
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
い
っ
た
天
災
、
政
治
の
混
乱
や
不
幸
な
内
戦
と
い
っ
た
人
災
に
よ
り
同
国
は
貧
し
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
世
界
銀
行
は
二
〇
〇
一
年
に
同
国
を
重
債
務
貧
困
国(

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ)

に
指
定

し
、
貧
困
削
減
戦
略
ペ
ー
パ
ー
の
作
成
、
国
家
開
発
計
画
等
の
策
定
を
指
導
し
、
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
四

年
に
同
国
は
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ
完
了
時
点
に
達
し
て
、
約
四
五
億
ド
ル
の
対
外
債
務
免
除
を
認
め
ら
れ
た
。
日

本
も
同
年
七
月
に
約
一
二
九
億
円
に
相
当
す
る
円
借
款
債
務
免
除
を
行
っ
た
。
対
外
債
務
残
高
は
二
〇
〇

〇
年
に
六
七
億
ド
ル
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
が
、
債
務
免
除
等
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
は
四
五
億
ド
ル
ま
で
下

が
っ
た
（
な
お
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
最
近
ま
で
の
同
国
の
経
済
変
動
に
興
味
の
あ
る
読
者
は
、
英
語
の
資
料
で
は

あ
る
が
、M

itsuhiro
K

agam
i,“T

he
Sandinista

R
evolution

and
Post-conflictD

evelopm
ent—

K
ey

Issues”,

D
iscussion

Paper
Series

N
o.119,Institute

of
D

eveloping
E

conom
ies,A

ugust2007

を
参
照
。
あ
る
い
は

http://w
w

w
.ide.go.jp

/E
nglish

/Publish
/D

p
/

の
同
ペ
ー
パ
ー
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
）
。
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